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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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「
わ
が
党
は
保
守
だ
が
、
富

裕
層
の
増
税
と
大
企
業
増
税

を
党
是
と
し
て
い
る
」「
小
泉

政
権
で
生
じ
た
格
差
や
歪
み

を
た
だ
し
、
低
所
得
者
層
に

光
を
あ
て
る
」
と
国
民
新
党

の
本
部
事
務
局
長
▼
「
所
得

税
の
再
配
分
機
能
が
失
わ
れ

た
こ
と
は
問
題
、
最
高
税
率

引
き
上
げ
を
求
め
て
い
く
」

「
潤
っ
た
の
は
リ
ス
ト
ラ
強

行
の
大
企
業
だ
け
、
庶
民
生

活
に
直
接
テ
コ
入
れ
す
る
税

制
が
必
要
」
と
社
会
民
主
党

の
本
部
総
務
委
員
長
▼
残
念

だ
っ
た
の
は
民
主
党
、
応
対

し
た
「
企
業
団
体
委
員
会
」

部
長
代
理
は
要
請
書
を
受
け

取
る
だ
け
で
コ
メ
ン
ト
は
な

か
っ
た
▼
沖
縄
、
予
算
、
天

下
り
、
献
金
、
連
立
等
々
で

の
ブ
レ
を
心
配
す
る
が
、
税

制
で
の
ブ
レ
が
な
い
よ
う
期

待
し
た
い
。

新
政
権
を
構

成
す
る
３
党

に
対
し
税
制

審
議
に
関
す

る
緊
急
要
請

を
行
っ
た
。

〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉香
は
と
ど
め
に
残

す
…
。

（　

分
で
二
段
）
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　２０１０年度税制審議にあたっては、緊急に検討が必要な事項
にしぼり込んだ意見を下記のとおり申し述べます。
　なお、「平成１６年度以前に戻す年金課税の見直し」を直ち
に行い、あわせて、「中小企業支援税制」や「租税特別措置
透明化法案の制定」｢納税者権利憲章の制定｣の促進、所得税
の最高税率引き上げを望みます。
　一方、「給付付き税額控除制度の導入」や「社会保障番号
制度と歳入庁設置」等については、「納税者の立場に立ち、
公平･透明・納得の三原則」を基にした十分かつ慎重な検討
を行うべきと考えます。この点については、検討状況にあわ
せた申し入れを適宜行う考えであることを申し添えます。

　　　　　　　　　　　　記

１　税制改正の検討にあたっては、「不況下での増税は行わ
　ない」原則を堅持すること。とりわけ、給与水準の低下が
　続き、　年末一時金の大幅減少を強いられる状況下で、家
　計を圧迫し、勤労者増税となる扶養控除、配偶者控除の廃
　止等は行わないこと。

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

　国民と労働者の利益にかなった税制改正を実現
するため、新政権に対しては一致点で協働し、問
題点はただしていく立場から、全労連・国公労連・
全国税は連名で「2010年度税制審議に関する申入
書」を藤井税制調査会長に提出しました。
　その要旨は以下のとおりです。

税制調査会に申入れ

　　また、最低生活費非課税の原則にたち、人的控除は生活保護基準
　を超える金額とするため、当面、基礎控除を１８０万円（現行３８万円）、
　扶養控除・配偶者控除をそれぞれ７０万円（現行各３８万円）に引き
　上げること。
　　「一定の上限を設けた給与所得控除の見直し」は直ちに行うととも
　に、定額控除部分（現行６５万円）を大幅に引き上げること。
２　「…平成２０年度を含む３年以内の景気回復に向けた集中的な取組
　みにより経済状況を好転させることを前提として、遅滞なく、かつ、
　段階的に消費税を含む税制の抜本的改革を行うため、平成２３年度ま
　でに必要な法制上の措置を講ずるものとする。」ことを柱とした「所
　得税法の一部を改正する法律附則第１０４条」は、以下の理由でただ
　ちに廃止すること。
　①　消費税の早期増税につながる法案であり、民主党、社民党、国
　　民新党もこの法案に反対した経緯があること。
　②　税制の抜本改革法の性格を持つ法律を附則に織り込んだもので
　　あり、廃止しない限り、この法律に基づく税制改革の準備が進行
　　する恐れがあること。
３　大資産家に有利となる「証券税制の軽減税率」は継続せず、１０％
　の優遇税率を少なくとも本則の２０％にし、早急に総合累進課税に移
　行すること。
　　大企業に有利となる租税特別措置法の見直しとあわせ、法人税は
　超過累進税率を適用する課税に移行すること。
４　失業者など収入が大幅に減少した者に対する個人住民税の減税を
　行うこと。その財源は国が措置すること。

全
労
連
・
国
公
労
連
・
全
国
税
の
連
名
で

「上席6級」は門前払い
む
な
し
く
聞
こ
え
る「
世
代
間
の
均
等
配
慮
」

　

全
国
税
は　

月　

日
、「
国
税
職
員
の

11

11

昇
格
改
善
等
の
要
求
」
で
人
事
院
本
院
と

交
渉
し
ま
し
た
。

　

対
応
し
た
人
事
院
給
与
２
課
の
酒
井
課

長
補
佐
は
、「
公
務

員
賃
金
２
割
削
減
が

打
ち
出
さ
れ
、
国
民

生
活
関
連
経
費
も
査

定
対
象
に
上
が
っ
て
い
る
状
況
を
強
調
す

る
中
、
級
別
定
数
の
改
定
作
業
は
「
職
務
・

職
責
の
変
化
を
的
確
に
つ
か
み
、
そ
の
上

で
、
業
務
の
困
難
性
・
複
雑
性
、
人
員
構

成
等
を
考
慮
し
世
代
間
の
均
衡
に
配
慮
し

て
い
く
」
と
前
置
き
し
、
国
税
職
員
の
昇

格
改
善
等
に
つ
い
て
別
記
の
よ
う
に
回
答

し
ま
し
た
。　

ま
た
、
昇
格
の
格
差
・
差

別
是
正
で
は
、「
人
事
評
価

制
度
の
活
用
基
準
を
示
し

て
お
り
、
成
績
主
義
に
基
づ

い
た
人
事
評
価
を
求
め
て
い
く
」
と
繰
り

返
す
に
と
ど
ま
り
、
格
差
・
差
別
問
題
に

正
面
か
ら
向
き
合
う
姿
勢
は
見
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。

■
中
高
年
の
昇
格
改
善
■

　

酒
井
補
佐
は
「
人
員
構
成

の
山
を
迎
え
、
そ
れ
が
高
原

状
態
に
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
」「
上
席
の
職
務
・
職

責
が
重
く
な
り
、
局
主
査
と

同
等
の
評
価
を
強
く
求
め
て

い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
5
級

以
上
の
上
位
級
は
職
務
・
職

責
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
厳
格

な
評
価
で
査
定
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
上
席
の
6
級
格
付

け
は
難
し
い
」
と
従
前
の
回

答
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
部
事
務
一
元
化

に
伴
う
「
チ
ー
フ
」、
調
査
部

門
の
「
リ
ー
ド
役
」
に
つ
い

て
、
人
事
院
の
評
価
を
質
し

た
と
こ
ろ
、「
チ
ー
フ
等
は

ま
だ
呼
称
で
あ
り
、
総
務
省

の
組
織
査
定
や
財
務
省
の
ポ

ス
ト
査
定
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
人
事
院
と
し
て
も

職
務
評
価
に
関
連
す
る
ポ
ス

ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
段
階

で
は
な
い
」
と
一
蹴
す
る
回

答
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

■
女
性
の
登
用
拡
大
■

　

人
事
院
は
、「
各
府
省
の

女
性
職
員
の
採
用
・
登
用
拡

大
計
画
の
点
検
・
評
価
を
含

め
た
進
捗
状
況
等
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
」
と
し

て
い
る
が
、
国
税
の
女
性
職

員
の
6
級
以
上
の
在
職
率
は

　

％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い

17る
点
を
指
摘
し
、
上
位
級
定

数
の
拡
大
と
あ
わ
せ
国
税
庁

へ
の
督
励
を
求
め
ま
し
た
。

　

酒
井
補
佐
は
、「
級
別
定

き
た
。
今
後
は
、
5
年
間
の

進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え
、　
23

年
度
以
降
ど
の
よ
う
に
拡
大

計
画
を
具
体
化
す
る
か
が
焦

点
と
な
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し

ま
し
た
。

■
若
年
職
員
の
昇
格
改
善
■

　

人
事
院
は
、「
資
格
基
準

表
を
在
級
期
間
表
に
改
定

し
、
人
事
評
価
の
結
果
に
応

じ
て
柔
軟
な
昇
格
管
理
を
可

能
と
す
る
よ
う
、
勤
務
成
績

の
特
に
優
秀
な
職
員
の
昇
格

数
上
で
男
女

差
別
を
す
る

こ
と
は
な

い
。
督
励
の

件
は
担
当
課

に
伝
え
る
」

「
平
成　

年
22

度
ま
で
の
目

標
を
設
定
し

た
拡
大
計
画

の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
状
況

は
公
表
し
て

に
つ
い
て
は
、
在
級
期
間
を

5
割
ま
で
（
従
来
は
8
割
ま

で
）
短
縮
し
て
決
定
で
き
る

よ
う
に
し
た
」
と
述
べ
た
上

で
、「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
職
員

の
昇
格
改
善
要
望
に
対
し
、

「
勤
務
成
績
が
特
に
優
秀
で

あ
れ
ば
、
在
級
期
間
の
短
縮

が
図
ら
れ
る
」
と
答
え
ま
し

た
。

■
行　

職
員
の
昇
格
改
善
■

（二）

　

出
先
機
関
で
あ
る
税
務
署

に
勤
務
す
る
行　

職
員
の
昇

（二）

格
水
準
は
全
省
庁
一
劣
悪
に

な
っ
て
い
る
点
を
質
し
、
部

下
数
制
限
の
撤
廃
・
緩
和
と

あ
わ
せ
、
個
別
協
議
で
最
大

限
救
済
す
る
よ
う
申
し
入
れ

ま
し
た
。

　

酒
井
補
佐
は
、「
国
税
庁

は
行　

職
員
が
多
く
、
強
い

（二）

要
望
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
個
別
事
情
を
聴

き
、
基
準
を
緩
和
す
る
形
で

対
応
し
て
き
た
」
と
答
え
る

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、「
4
級
以
上

の
在
職
割
合
は
他
省
庁
の　
24

％
に
比
し
、
財
務
省
・
国
税

庁
は　

％
と
極
端
に
低
く
、

12

交
換
手
さ
ん
が
3
級
に
す
え

置
か
れ
た
ま
ま
定
年
退
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
」
と

追
及
し
ま
し
た
。

　
「
個
別
協
議
に
持
ち
込
ま

れ
た
も
の
は
誠
実
に
対
応
す

る
が
、
個
別
問
題
に
は
答
え

ら
れ
な
い
」
と
回
答
す
る
酒

井
補
佐
に
対
し
、「
具
体
的

問
題
、
個
別
問
題
の
改
善
を

抜
き
に
し
て
お
い
て
は
昇
格

等
の
底
上
げ
は
図
れ
な
い
。

労
働
組
合
と
し
て
、
個
別
・

具
体
的
問
題
で
今
後
と
も
徹

底
し
て
追
及
す
る
」
と
通
告

し
ま
し
た
。

　

交
渉
の
最
後
に
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強

化
、
と
り
わ
け
「
服
務
上
の

扱
い
」
に
つ
い
て
、
病
気
休

暇
及
び
特
別
休
暇
の
弾
力
的

適
用
拡
大
を
求
め
ま
し
た
。

要求書を酒井補佐に手交する藤平委員長

　11月16日、伊藤全労連幹事、秋山国公労連
書記次長、井ノ上全国税書記次長の三者で、政
権与党である民主党、社会民主党、国民新党本
部に対し、「２０１０年度税制審議」に関する緊急
要請を行いました。 （写真は民主党要請）

「モチベーション低下避けなければ」とは言うが

人
事
院
交
渉



(　2　)第 1913号2009年 11月 25日

　
〈
解
説
〉

　
〈
解
答
〉

税
務
署
の
顔
は
三
つ
の
…

【
東
海
地
連
】

　

昔
、
部
門
研
修
で
、「
税

務
署
の
窓
口
対
応
は
評
判

が
い
い
。
そ
れ
に
比
べ
て

…
」
と
登
記
所
を
引
き
合

い
に
出
し
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
「
税
務
署
の
顔
と

自
覚
し
、
丁
寧
な
対
応
」を

指
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
内
部
事
務
一
元

化
を
機
に
窓
口
も
変
わ
っ

た
よ
う
で
…
。

　

あ
る
署
で
は
、
窓
口
に

は
三
つ
の
チ
ャ
イ
ム
が
あ

る
だ
け
で
誰
も
い
な
い
。

ア
ル
バ
イ
ト
さ
ん
が
減
っ

て
窓
口
に
置
け
な
い
状

況
。
税
務
署
の
「
顔
」
は

「
三
つ
の
チ
ャ
イ
ム
」
だ
け

だ
が
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
仕
切
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
中
の
話
は
筒
抜
け
だ
。

や
っ
と
実
現

ア
ル
バ
イ
ト
さ
ん
の
椅
子

【
近
畿
・
京
滋
支
部
】

　

職
場
で
は
、
非
常
勤
職

員
に
職
員
と
同
じ
椅
子
が

配
備
さ
れ
ま
し
た
。
組
合

で
は
前
か
ら
同
じ
椅
子
の

配
備
を
要
求
し
て
き
ま
し

た
が
、
や
っ
と
実
現
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
る
と
定
員
削
減

の
影
響
で
署
の
余
っ
た
椅

子
の
保
管
に
困
り
ー
、
と

い
う
事
情
も
あ
る
よ
う
で

…
。
局
か
ら
返
還
せ
よ
と

言
わ
れ
る
ま
で
の
猶
予
付

き
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
職
場
で
は
、
非
常

勤
職
員
の
椅
子
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

三
日
間
で
８
０
０
キ
ロ

【
北
海
道
・
網
走
分
会
】

　

徴
収
は
広
域
運
営
が
拡

大
さ
れ
た
。
担
当
者
は

「
移
動
日
を
含
め
三
日
間

で
８
０
０
キ
ロ
運
転
し

た
。
納
税
者
と
話
す
時
間

よ
り
も
車
に
乗
っ
て
い
る

時
間
の
方
が
長
い
。
何
も

効
率
的
で
は
な
い
」

管
理
運
営
部
門
の

　
　
　
　
　

つ
ぶ
や
き

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

　
「
人
を
育
て
る
シ
ス
テ

ム
が
狂
っ
て
い
る
。
税
務

感
性
よ
り
も
Ｋ
Ｓ
Ｋ
デ
ー

タ
分
析
尊
重
な
ど
税
務
の

将
来
が
不
安
」「
管
理
運
営

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
優
先
な

ら
、
諸
系
統
の
基
本
は
身

に
つ
く
の
？
」「
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
は
、
言
わ
れ
た
通
り

に
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
と

同
じ
」「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
前
提
の
仕
事
で
職
員
の

誇
り
は
ど
う
な
る
？
」「
法

律
や
通
達
な
ど
を
ひ
も
と

い
て
思
考
す
る
ゆ
と
り
が

欲
し
い
」

立
ち
止
ま
る
勇
気

　
　
　

止
め
る
責
任
！

【
東
海
・
熱
田
分
会
】

　

署
長
か
ら
「
に
こ
に
こ
・

き
び
き
び
・
は
き
は
き
を

目
標
に
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
が
、
早
朝
か
ら
夜

ま
で
長
時
間
労
働
が
続
い

て
い
る
現
状
を
ど
う
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
に
こ
に
こ
早
朝
出
勤
・
き

び
き
び
朝
か
ら
仕
事
の
指

示
」
が
署
長
の
思
い
で
は

な
い
は
ず
。
署
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
し
ま

す
。
立
ち
止
ま
ら
せ
る
責

任
が
、
管
理
者
に
は
あ
り

ま
す
。

職員の健康第一にしたインフルエンザ対策を
励
行
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
指

示
・
徹
底
」
程
度
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

長
官
は
、
9
月　

日
付
の

18

指
示
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
の
当
面
の
対
応
）
で
、

職
員
に
対
す
る
措
置
は
こ
と

足
り
て
い
る
と
考
え
て
い
る

な
ら
大
問
題
で
す
。

　

職
員
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
こ
と
を
最
重
点
課
題
と

し
、
感
染
予
防
を
は
じ
め
と

し
た
万
全
の
対
策
を
講
じ
る

具
体
的
措
置
こ
そ
緊
急
を
要

し
ま
す
。

　

す
で
に
北
海
道
地
連
は
、

次
の
よ
う
に
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
の
考
え
方
」

を
当
局
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
た
め
、
長
官
に
も
、
こ

う
し
た
点
に
つ
い
て
具
体
的

対
応
策
を
早
急
に
明
ら
か
に

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

①　

不
特
定
多
数
の
来
署
者

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
職
員

を
対
象
に
当
局
責
任
で
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
さ
せ

る
。

②　

不
特
定
の
来
署
者
と
対

応
す
る
部
署
に
は
、
医
療
職

場
と
同
様
全
員
に
「
防
御
マ

ス
ク
」
を
配
備
す
る
。

③　

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
ス
プ

レ
ー
は
入
り
口
だ
け
で
な

く
、
各
フ
ロ
ア
ー
や
各
ト
イ

レ
な
ど
要
所
に
設
置
す
る
。

④　

感
染
の
可
能
性
は
体
力

の
落
ち
て
い
る
人
ほ
ど
リ
ス

ク
が
高
い
。
従
っ
て
残
業
規

制
、
休
養
確
保
、
体
調
不
良

の
際
す
ぐ
に
休
ま
せ
る
職
場

体
制
等
を
つ
く
る
。

⑤　

特
に
注
意
が
必
要
な
既

往
症
の
あ
る
職
員
や
妊
産

婦
、
継
続
的
に
投
薬
を
受
け

て
い
る
人
、
慢
性
呼
吸
器
疾

患
の
あ
る
人
、
治
療
と
し
て

ス
テ
ロ
イ
ド
を
服
用
し
て
い

る
人
、
感
染
に
対
す
る
抵
抗

力
が
落
ち
て
い
る
人
等
は
、

対
人
業
務
に
つ
か
せ
る
べ
き

で
な
い
。

⑥　

１
月
以
降
に
つ
い
て

は
、
時
期
的
に
感
染
拡
大
が

予
測
さ
れ
る
時
期
と
も
重
な

る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
体
調

管
理
、
休
養
の
確
保
、
残
業

規
制
、
疲
労
が
蓄
積
す
る
仕

事
の
や
ら
せ
方
（
例
え
ば
継

続
的
な
立
ち
っ
放
し
作
業

等
）
を
や
め
さ
せ
る
。

⑦　

防
御
措
置
だ
け
で
、
感

染
を
防
止
で
き
る
と
は
到
底

考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
感
染

し
た
場
合
（
疑
い
も
含
め
）

直
ち
に
休
め
る
体
制
、
職
場

意
識
の
醸
成
を
図
る
。

　
　

月　

日
付

10

28

で
長
官
は
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
す
る

事
務
運
営
上
の

当
面
の
対
応
に

つ
い
て
」
指
示

を
出
し
ま
し

た
。

　

こ
の
指
示

は
、「
申
告
会

場
等
の
納
税
者

対
応
に
は
、
最

優
先
で
人
員
を

確
保
す
る
」等
、

納
税
者
対
応
だ

け
を
際
だ
た

せ
、
納
税
者
に

対
応
す
る
職
員

の
感
染
防
止
対

策
等
は
「
手
洗

い
、
う
が
い
の

　不況打開や雇用確保など国民の
さまざまな要求実現を新政権に
迫っていこうと「11・８国民大集会」
が東京都渋谷区の代々木公園で開
かれた。全労連など同集会実行委
員会が主催したもので、全国から3
万5千人が参加。集会後は会場周辺
をデモ行進した。
　あいさつした全労連の大黒作治
議長は、「鳩山内閣は国民の要求と
切実な声に耳を傾け、リーダーシッ
プを発揮してほしい」と訴えた。

　反貧困ネットワークの宇都宮健児弁護士が連帯の
あいさつで、「年末に向け、このままでは昨年以上に
危機的状況になる危険がある。政府・自治体が一丸と
なって取り組みを強化する必要がある」と強調した。
　日本共産党の志位委員長も「年越し派遣村のような
事態をくり返さないことは政治の責任だ」と訴えた。
　米軍基地の県内移設に反対して同日、県民大会を開
いた沖縄県からの参加者は「（県内移設をすすめよう
とする）日本政府や米軍の態度は断固として許すこと
はできない」と述べ、「基地撤去の声を大きく広げてい
こう」と呼びかけた。

11・8国民大集会

 私たちの未来を切り開こう
新政権に要求実現迫る

青
年
の
悲
鳴
、
苦
し
み

　

正
面
か
ら
受
け
止
め
よ

　

全
国
税
青
年
部
は　

月　

日
、
国
税
庁
と
交
渉
を
行

11

16

い
ま
し
た
。（
堰
楽
課
長
補
佐
が
対
応
）

　

交
渉
で
は
、
①
２
級
昇
格
の
同
時
発
令
、
②
未
払
い

残
業
の
根
絶
、
③
残
業
前
提
の
事
務
運
営
の
転
換
、
④

独
身
寮
「
一
人
一
室
」
の
実
現
、
⑤
普
通
科
研
修
の
民

主
化
、
⑥
専
科
生
１
年
目
職
員
の
管
理
運
営
部
門
一
律

配
置
の
見
直
し
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
　

初
任
給
の
官

民
逆
較
差
が
１

～
２
万
円
あ
る

の
に
手
を
つ
け

ず
、
機
械
的
な

一
時
金
カ
ッ
ト

の
押
し
つ
け
が

青
年
の
生
活
を

直
撃
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
。

ま
た
、
級
に
よ

り
支
給
額
が
異

な
る
旅
費
に
つ

い
て
、
そ
の
法

改
正
を
求
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
例
年
に
も

増
し
て
未
払
い
が
目
立
つ
超

勤
手
当
問
題
を
取
り
上
げ
、

こ
れ
ら
は
青
年
に
と
っ
て

「
生
活
費
」に
他
な
ら
な
い
こ

と
を
強
調
し
、
改
善
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
当
局
は
、
政

府
で
決
め
た
人
勧
の
扱
い
は

「
意
見
を
言
う
立
場
に
な
い
」

と
し
、
旅
費
問
題
で
も
「
法

改
正
は
求
め
て
い
な
い
」、

超
勤
手
当
は
「
適
正
に
支
給

し
て
い
る
」
と
繰
り
返
す
な

ど
、
青
年
の
願
い
に
応
え
る

回
答
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
２
級
昇
格
発
令
に

つ
い
て
、「
若
い
内
の
差
は

好
ま
し
く
な
い
」
と
の
ス
タ

ン
ス
に
立
つ
よ
う
求
め
ま
し

た
が
、「
制
度
の
趣
旨
か
ら

一
律
発
令
は
で
き
な
い
」
と

の
回
答
に
固
執
し
た
ま
ま
で

し
た
。

　

青
年
部
は
『
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
』
採
用
者
の
２
級
昇
格
を

大
幅
に
早
め
る
必
要
が
あ
る

と
指
摘
し
、「
５
割
短
縮
」
を

適
用
す
る
な
ど
特
例
的
取
り

扱
い
を
求
め
ま
し
た
。

　

件
数
の
シ
バ
リ
が
慢
性

　

超
勤
に
駆
り
立
て
る

　

調
査
件
数
と
同
様
、
徴
収

部
門
で
も
「
１
日　

件
の
臨

10

戸
」
等
が
求
め
ら
れ
、
こ
う

し
た
件
数
の
シ
バ
リ
が
青
年

の
慢
性
超
勤
を
生
み
出
す
要

因
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
専
科
生
１
年
目
の

職
員
全
員
を
管
理
運
営
部
門

へ
配
置
せ
ず
、
管
理
運
営
部

門
も
他
部
門
と
同
様
に
配
置

先
の
一
部
門
に
位
置
づ
け
る

よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　

件
数
の
シ
バ
リ
に
つ
い
て

は
当
局
は
、「
意
見
を
承
っ

た
」
と
し
か
答
え
ず
、
専
科

１
年
目
配
置
に
つ
い
て
は
、

「　

期
も
全
員
管
理
運
営
部

40

門
へ
配
置
す
る
」
と
宣
言
す

る
な
ど
、
職
場
の
実
情
を
無

視
す
る
回
答
を
行
い
ま
し

た
。

　

普
通
科
研
修
で
の
人
権

　

侵
害
は
や
め
よ
！

○
殴
る
な
ど
の
暴
力
行
為
が

あ
っ
た　

○
自
習
時
間
に
洗
濯
機
等
が

使
え
な
い
（
使
っ
た
ら
洗
濯

物
を
捨
て
ら
れ
る
）　

○　

分
間
の
休
み
で
は
ト
イ

10
レ
に
も
満
足
に
行
け
な
い　

○
食
堂
で
「
欠
食
届
」
が
受

理
さ
れ
ず
、
食
べ
な
か
っ
た

の
に
食
費
を
徴
収

　

ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
明
る
み

に
な
っ
た
普
通
科
研
修
の
非

常
識
な
実
態
を
告
発
し
、
一

掃
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
「
暴
力
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」と
回
答
す
る
補
佐
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
を
詳
細
に

聞
く
姿
勢
は
示
し
ま
し
た

が
、「
税
大
に
伝
え
る
」
と
責

任
を
回
避
す
る
回
答
に
終
始

し
ま
し
た
。

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

青年部

庁交渉


